
１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、「この地域で、今後も子育てをしたいと思う親の割合」、「アウトリーチによる支援数」、
「夫婦そろって早期に不妊検査を受けることにより、適切な医療に繋がった割合」は、目標を達成している。
「妊娠11週以下での妊娠の届出率」については、未達成だが、目標には近づいている。「サポートプラン作成
件数」、「検査費・治療費負担軽減率」、「不育症検査を受けることにより、適切な治療に繋がった割合」は、
未達成である。

市民満足度の分析

【満足度41.2%】
・年代別では、最も高いのは30歳台で63.8%、最も低いのは19歳以下で18.8%である。
・家族構成が3世代世帯（親・子・孫）の65.5%が安心して妊娠・出産できる環境に満足している。一方で、夫
婦のみの世帯の満足度は37.4%となっている。枚方市を住みよいと感じる市民ほど、安心して妊娠・出産でき
る環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では1.4ポイント上昇しており、特に子育て世代（25～44歳）では3.5ポイント、
若者世代（24歳以下）では18.1ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「２．妊娠・出産・子育てにおける一貫した支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．枚方市駅直結の複合施設内にまるっとこどもセンターを設置」の取組満足度は高いものの関心・期待度・ニーズは低い。
・「３．支援メニューの体系的なマネジメント」、「４．相談におけるICT機器を活用した利便性の向上とアウトリーチによる支援」、「５．不妊治
療ペア検査助成」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「６．不育症治療費助成」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

安心して妊娠・出産できる環境
14_01 安心して妊娠・出産できる

                 環境づくり

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

41.2％ 7.0％ 51.9％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

46.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て妊娠・出産
できる環境』
に紐づく全取
り組み⇒青丸
●

上記のうち施
策シート
『 14_01 安
心して妊娠・
出産できる環
境づくり』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、妊娠・出産を望むすべての人が安心して子どもを産み育てられる環境づくりを進め
るため、今後子育て世代となる若者世代（24歳以下）が安心して楽しく子育てができるよう、子育て世代（25～44
歳）のニーズを把握しながら取り組んでいく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができており、目標達成に向け推進してい
る。

【施策指標】
「児童発達支援及び放課後等デイサービスを利用する医療的ケア児等の実人数」や「乳幼児健康診査の受診
率」など未達成だが、目標には近づいている。それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度48.4%】
・年代別では、最も高いのは20歳台で65.9%、続いて30歳台で65.0％であった。
・18歳未満の子が1人の世帯の満足度は60.0％と高いものの、夫婦のみの世帯または18歳未満の子が2人以上の
世帯では約4割程度の満足度となっている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、子育て環境に対する満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指
標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では2.7ポイント上昇しており、特に子育て世代（25～44歳）では4.0ポイント上
昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし

※関連指標なし
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※関連指標なし

※関連指標なし
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※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「１．保育所（園）のサービス充実（１）定員増や利用調整の見直し、（２）きょうだい別々の保育所を解消」、「７．小学校の給食無償化」、「８．児童手当の拡充」
の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「５．乳幼児の健診・相談」の取組満足度は高く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「２．幼稚園の利用充実（１）お弁当づくりの負担を解消、（２）預かり保育の拡充」の取組満足度は高く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「１（３）．保育所（園）のサービス充実（午睡用ふとんの持ち運びの負担解消）」「４．医療的ケア児受け入れ拡充（１）職員加配、（２）放課後デイなど」、「６．
身体障害児等の健康診査・相談」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「３．障害児受け入れ拡充」、「９．放課後の安全・安心な居場所の確保（２）留守家庭児童会室等の三季休業期間の昼食提供」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満
足度は平均的である。

安心して子育てできる環境
15_01 子どもが安心して教育・保

            育を受けられる環境づくり

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

48.4% 7.0% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

30.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・保育所（園）のサービス充実（保育ドキュメンテーション機能の導入）
・幼稚園の利用充実（保育ドキュメンテーション機能の導入）

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 15_01 子
どもが安心し
て教育・保育
を受けられる
環境づくり』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向としては、若者世代（24歳以下）や夫婦のみの世帯が将来に希望を持ち、安心して子育てできる
環境を整えるため、子育て世帯（25～44歳）のニーズ把握や実績の検証を行い、サービスの利便性向上を図る。

・「総合型放課後事業」は、引き続き、利用ニーズや実績等を踏まえた検証を行い、待機児童の解消やすべての児
童が放課後に安心して過ごせる居場所づくりを行う。

・放課後オープンスクエアの実施時間の延長については、計画策定時の調査から就労に伴う保育の充実を求める声
が一定数見られたため、就労支援の観点から、留守家庭児童会室の土曜日開室日数を利用希望に応じて増加し、利
用実態等の検証を行い今後の方針を定める。

・施策の目的達成に向けて、関心・期待度・ニーズと取組満足度がともに高い「１保育所（園）のサービス充実
（１）定員増や利用調整の見直し、（２）きょうだい別々の保育所を解消」、「８．児童手当の拡充」については、
引き続き取り組みを進め、待機児童の解消や未申請世帯への周知を行う。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては「２．子育て支援アプリの機能拡充（おやこの広場）」のみ国が推進する標準化システ
ムの影響で一部遅れているが、概ね達成できている。

【施策指標】
・「年間にショートステイを利用した延べ日数」及び「地域子育て支援拠点事業利用者数」については、未達
成である。それ以外の指標については、指標を達成している。「こども誰でも通園制度の年間延べ利用人数」
はR7から実施する取り組みである。

市民満足度の分析

【満足度48.4%】
・年代別では、最も高いのは20歳台で65.9%、続いて30歳台で65.0％であった。
・18歳未満の子が1人の世帯の満足度は60.0％と高いものの、夫婦のみの世帯または18歳未満の子が2人以上の
世帯では約4割程度の満足度となっている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、子育て環境に対する満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指
標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では2.7ポイント上昇しており、特に子育て世代（25～44歳）では4.0ポイント上
昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．預かり保育の拡充」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「３．子育て短期支援事業の拡充」、「４．地域子育て支援拠点の拡充」、「５．地域子育て相談機関の設置」の関心・期待度・ニーズと取組満
足度はともに低い。

安心して子育てできる環境
15_02 子育てに対する相談体制及

 び地域の子育て支援の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

48.4% 7.0% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

30.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・子育て支援アプリの機能拡充（おやこの広場）
・（仮称）子ども未来館の設置
・こども誰でも通園制度の実施

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 15_02 子
育てに対する
相談体制及び
地域の子育て
支援の充実』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、地域の子育て支援を推進するため、今後もメインターゲットである若者世代（24歳
以下）、子育て世代（25～44歳）のニーズを把握しながら、取り組みの見直しや改善を進めていく。

・子育て支援アプリは、機能検証を行い、効果的なリニューアルを行うことで、満足度の向上につなげる。施策の
目的達成に向けて、関心・期待度・ニーズと取組満足度がともに高い「１．預かり保育の拡充」については、取り
組みを継続しつつ、利用状況や保育士不足も踏まえ、保護者への必要な支援を検討する。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度48.4%】
・年代別では、最も高いのは20歳台で65.9%、続いて30歳台で65.0％であった。
・18歳未満の子が1人の世帯の満足度は60.0％と高いものの、夫婦のみの世帯または18歳未満の子が2人以上の
世帯では約4割程度の満足度となっている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、子育て環境に対する満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指
標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では2.7ポイント上昇しており、特に子育て世代（25～44歳）では4.0ポイント上
昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「２．児童虐待の防止」の取組満足度は低いが関心・期待度・ニーズは高い。
・「１．児童相談所の設置準備」、「３．児童育成支援拠点の設置」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

安心して子育てできる環境
15_03 児童虐待等の発生予防、早

               期発見、早期対応

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

48.4% 7.0% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

30.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 15_03 児
童虐待等の発
生予防、早期
発見、早期対
応』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、児童虐待への早期対応に向けたさらなる体制の強化を進めていく。

・児童虐待に関する相談件数は増加傾向にあり、引き続き、窓口の一層の周知を図るとともに、児童虐待に対する
早期対応に向け体制を強化する。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「中学校区ごとに1名のSSWの配置（19名）」、「ショートステイ協力家庭登録者数」、「ひきこもり等の自
立の方向に変化した割合」については、未達成だが、目標には近づいている。「家事支援制度を利用する家庭
数」、「ひとり親家庭の自立支援に関する給付金制度利用者数（累計）」、「条例の周知割合」については未
達成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度48.4%】
・年代別では、最も高いのは20歳台で65.9%、続いて30歳台で65.0％であった。
・18歳未満の子が1人の世帯の満足度は60.0％と高いものの、夫婦のみの世帯または18歳未満の子が2人以上の
世帯では約4割程度の満足度となっている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、子育て環境に対する満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指
標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では2.7ポイント上昇しており、特に子育て世代（25～44歳）では4.0ポイント上
昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「４．子ども食堂への支援拡充」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高く、子どもの居場所への関心は高い。
・「６．ひとり親家庭の自立支援」、「８．青少年のひきこもり対策の強化」、「９．ひきこもり等子ども・若者に対する相談支援」、「１１．「子どもを
守る条例」の啓発」の取組満足度は低いものの関心・期待度・ニーズは高く、対象者である子どもの満足度を踏まえて取り組む必要がある。
・「１．複合的な課題を抱える子どもや家庭へのアウトリーチを充実するなど、重層的な支援を実施」、「２．全中学校区にスクールソーシャルワーカー
（SSW）を配置」、「３．SNS相談の利用対象者拡充」、「５．里親の普及促進」、「７．青少年相談やサポート講座の実施」の関心・期待度・ニーズと取
組満足度はともに低く、課題等を整理し、ターゲット層のニーズ把握や満足度を踏まえた取り組みが必要である。

安心して子育てできる環境
15_04 子どもや若者が社会生活を

               円滑に営める環境づくり

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

48.4% 7.0% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

30.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・塾や習い事に行くことのできない子どもたちへの支援

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 15_04 子
どもや若者が
社会生活を円
滑に営める環
境づくり』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、子どもたちが誰ひとり取り残されることがないよう、対象者のニーズ把握や満足度
の確認を行い、必要に応じて取り組みの改善を行ったうえで推進していく。

・子どもや若者の自立につながるよう、関係機関との連携の上、取り組みを進める。

施策評価員による評価

・本施策全体として取組満足度が低いため、内部分析のとおり、課題を整理していただき、特に本施策の対象者と
なる方々に必要な取り組みを行っていただきたい。
・子ども食堂は支援拡充という面だけではなく、「子どもの居場所」と云う観点から、「10.塾や習い事に行くこと
のできない子どもたちへの支援」などと組み合わせて、まさに「1.複合的な課題を抱える子どもや家庭へのアウト
リーチを充実するなど、重層的な支援を実施」の重層的な取り組みとみることができる。学生ボランティアとの連
携を模索している地区もあるため、そうしたマッチングの仕組みが必要ではないか。
・子どもや社会との接点のない若者は声を上げることが難しいことや、あるいは声を上げるエネルギーそのものが
ないこともあり、それは家族にもいえることである。そして子どもや若者、その家族の置かれている深刻な状況へ
の早期発見や速やかな対応は不可欠であるが、そのためには地域の協力と実際に関わる関係者への指導・共有の充
実も求められてくるのではないか。
・子ども、青少年のおかれた多様な問題状況にきめ細かく対応することが求められている中で、個人の状況にカス
タマイズされた対応が可能となることが望ましい。現状は、不十分ながらもそうした方向を目指しており、連携協
力をさらに密にして協働共創の成果が生まれることを期待する。支援策や支援制度、対応する組織などの相互間の
連携、つながりの構築などが、市民満足度を上げていく重要な要素の一つと思われる。

６．施策評価員による評価【外部評価】

234



１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
「国語の平均正答率」、「算数・数学の平均正答率」が目標値を達成している。「体力・運動能力における全
国平均を上回る種目数」については未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度37.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で58.5%、続いて19歳以下で56.3％である。一方で最も低いのは80歳以上で
25.0％であった。
・18歳未満の子が2人以上いる世帯の満足度は約4割となっており、子が1人の世帯では30.0％である。
・昨年度と比較すると、全体では2.5ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では6.3ポイント
上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・小中一貫教育の取り組み

子どもたちの教育環境の充実
16_01 小中一貫教育の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

37.4％ 7.3％ 55.3％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

74.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性として、各中学校区の特色を生かし、小・中学校の円滑な接続を図るため、子どもたちが主体的か
つ能動的に学ぶ機会の充実や教員の授業力向上に向けた取り組みなどを引き続き進める。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね計画通りに進めることができている。「学校生活の中で、楽しいと感じることが
あると回答した児童・生徒の割合」、「あなたの学級は、1人1人を尊重し、安心できる場所であると回答した
児童・生徒の割合」はR7から実施する取り組みである。

【施策指標】
「総合的な学習の時間に、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に
取り組んでいる児童・生徒の割合」、「学校の授業時間以外に読書を「１０分以上」する児童・生徒の割合」、
「市内全小学校の学校図書館での児童一人当たり年間貸出冊数」、「「外国の人と話したり、接したりしたい
ですか」に肯定的な回答をしている児童・生徒の割合」、「国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたり詳
しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように工夫して文章を書いていると回答した児童・生徒の割合」
については未達成だが、目標には近づいている。それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「３．少人数学級の充実」、「５．英語教育の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．課題解決型学習（PBL）の導入」、「２．個別最適な学びと協働的な学びの推進」の関心・期待度・ニーズは低いものの取組満足度は高い。
・「４．読書活動の推進」の関心・期待度・ニーズは高いものの取組満足度は低い。

子どもの安全な学習環境
16_02 子どもの確かな学力の定

着を図る

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_02 子
どもの確かな
学力の定着を
図る』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、言語能力や思考力の育成のため、子どもたちの主体的で能動的な学びの
機会の充実に取り組んでいく。

・読書活動については、児童・生徒の自ら学び考える力の育成を目的とした読書活動の充実、推進に向け、学校図
書館機能の充実に係る取り組みを進める。

・市民ニーズと取組満足度がともに高い「３．少人数学級の充実」、「５．英語教育の推進」については取り組み
を継続しつつ、人材の確保を行う。
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１．施策の概要

250



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「「授業はわかりやすい」生徒の割合」、「受講した研修内容を授業等に活用している教職員の割合」につ
いては未達成だが、目標には近づいている。それ以外の指標については、指標を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．学校の働き方改革の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「４．教職員の育成・研修」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満足度は平均的である。
・「２．民間活力を活用した小学校の水泳授業を計画的に推進」の関心・期待度・ニーズは低く、取組満足度は平均的である。

子どもの安全な学習環境
16_03 高い指導力と意欲を持つ

                教職員の育成

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・中学校クラブ活動の地域移行

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_03 高
い指導力と意
欲を持つ教職
員の育成』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、教職員の負担軽減は一定進んでいるものの、教育の質の維持・向上を図るため、地域や民間活力の活
用など、引き続き取り組みを推進する。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られており、マトリクス分析からも教職員の育成・研修の関心・期待度・ニー
ズがとても高いことからも、教職員の声もしっかりと反映された育成プログラムや研修企画を検討いただきたい。
・学校現場の働き方改革が進められようとしているが、表面的な数字合わせになっているとすれば問題であり、形だけになっていな
いか改めて精査が必要である。教員研修など教育の質への関心は高いが、教員の働き方や授業方法への関心はあまり高くないので、
市民や保護者への説明を丁寧にする必要がある。
・部分的には働き方改革が進み、授業の改善も図られているようであるが、全体に効果が出ているようには見えない。現場でのワー
クライフバランス意識改革など取り組み強化が必要である。
・「保護者対応」と「行政との連携」が学校運営に不可欠であるという声ある、現場の声を今後も反映した研修内容を引き続き検討
いただきたい。
・職員本人の意思に基づかない長時間勤務は抑制・改善されるべきである。働きがい・やりがいにつながるバランス感覚が必要。
・教育本来の目的ではない教職員の負荷の軽減は進んでいるようだが、教師のやる気・質の向上に関しては補う部分があると懸念さ
れる。上から目線の研修ではなく、教師のリクエストに答えた双方向の創造的なプログラムが必要ではないか。
・水泳授業以外にも、クラブ活動や専科授業などについても負担軽減を模索いただきたい。
・養護教諭を目指している学生への指導の中で、養護教諭を目指す動機について尋ねたところ、ほとんどの学生が「自分が通ってい
た学校の養護教諭の先生がすばらしかったから」と話してくれる。そのため、教職員の方々がハツラツと働く姿を児童・生徒に見せ
ることは、「教師になる未来のたまご」を育てていることにもつながるのではないか。最近の教師による不祥事のニュースは「教師
になりたい」という若者の気持ちを低下させる恐れがあり、教職員の育成・研修の中で、倫理意識に関わる研修内容の導入も検討い
ただくのもよいのではないか。
・保護者対応等において、教師・学校の負担増が課題となっている。地域とのチームワークでこのような課題に対応し、教師のやり
がいややる気につなげる取り組みが必要ではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
「自分にはよいところがあると回答した児童・生徒の割合」、「架け橋期の学びが系統的につながっている地
域版架け橋コンパスの導入学校数」が未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「２．幼・保・小の連携充実」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はとともに低い。
・「１．体験する機会の充実（２）オープンファクトリー」については、他の取り組みに比べて、満足の決め手に選ばれる数は多くないが、市民か
ら不足しているという声は認識していない。

子どもの安全な学習環境
16_04 子どもの豊かな人間性を育む

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・体験する機会の充実
（体験・参加型プログラム）

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_04 子
どもの豊かな
人間性を育
む』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、より多くの方に本施策の関心をもってもらうとともに、対象者や対象世帯のニーズ
や満足度を把握しながら、取り組みを進めていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができ、目標達成に向け推進している。
【施策指標】
未達成のものがあるものの、いずれも関心・期待度・ニーズが高いため、対象者の満足度を踏まえて、引き続
き取り組む必要がある。

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．いじめ防止対策の推進」、「２．いじめ早期発見への取組」の取組満足度は高くないが、関心・期待度・ニーズは高く、昨今の社会情勢か
ら関心が高い。

子どもの安全な学習環境
16_05 いじめの未然防止・早期発見

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_05 い
じめの未然防
止・早期発見
』に紐づく取
り組み⇒赤ダ
イヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、いじめの早期発見・早期解決に留まらず、未然防止にも取り組み、必要な対応を進
めていく。

・いじめの未然防止、早期発見に向け、電話相談や手紙相談、SNS相談等、身近にある相談窓口として児童生徒の
困り事や悩み事等初期の段階から市長部局・教育委員会・学校が連携し相談対応を行う。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「不登校児童・生徒の割合」、「30日以上の不登校児童・生徒の人数」については、未達成である。それ以
外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．不登校児童・生徒の支援」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは高い。
・「２．居場所の拡充（１）公民連携」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

子どもの安全な学習環境
16_06 不登校対策の強化

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・居場所の拡充（フリースクールの授業料支援）

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_06 不
登校対策の強
化』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、不登校児童・生徒が学校内外で居場所を確保できるよう居場所の拡充に
取り組んでいく。

・「１．不登校児童・生徒の支援」は、対象者の満足度を把握のうえ、必要な対応を進める。「２．居場所の拡充
（１）公民連携」は、ニーズや満足度を確認のうえ、必要な対応を行う。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし

277



※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「３．体育館空調の整備」は、令和７年３月末にすべての小中学校（禁野小除く）で整備が完了しているため、取組満足度が最も高く、関心・期
待度・ニーズは平均的である。
・「７．通学路等の安全確保」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「１．学校エレベーターの整備」、「４．照明設備のLED化」、「５．禁野小学校の整備」、「６．学校規模の適正化」の関心・期待度・ニーズと
取組満足度はともに低い。

子どもの安全な学習環境
16_07 教育環境の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・教室等の空調設備更新

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_07 教
育環境の充
実』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、子どもたちが安全で快適な学校生活を送ることができるよう、学校施設
の整備等を推進していくとともに、学校規模等の適正化にあたっては、市長部局で検討を進めている公共施設マネ
ジメント推進計画等と整合を図りながら検討を進める。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「小中学校における通級指導教室設置学校数」については目標を達成している。
・「支援教育に関する専門的な知識・技能を持つ専門家の派遣回数」については未達成だが、目標には近づい
ている。

市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。

283



３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．全小中学校への通級指導教室設置に向けた取り組み」、「２．支援教育の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高くない。

子どもの安全な学習環境
16_08 支援教育の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_08 支
援教育の充
実』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、対象世帯のニーズを把握の上、通級指導教室の全校設置など、児童・生徒に必要な
支援を行い、満足度向上に向けた取り組みを推進していく。
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１．施策の概要
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市民満足度の分析

【満足度43.4%】
・年代別で最も高いのは20歳台で61.0%、続いて19歳以下で50.0％である。一方で最も低いのは60歳台で34.8％
であった。
・18歳未満の子がいる世帯の満足度は約3～4割程度である。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、学習環境への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であ
ることが読み取れる。
・昨年度と比較すると、全体では0.3ポイント減少しているものの、子育て世代（25～44歳）では2.3ポイント
上昇した。

取り組み実績および施策指標の分析

【具体的取り組み】
・取り組みの進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「持続可能な中学校給食の運用開始に必要な整備達成率」については目標を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「２．給食提供体制の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。

子どもの安全な学習環境
16_09 子どもの健やかな身体の育成

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

43.4% 5.2% 51.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・中学校の全員給食の実施

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_09 子
どもの健やか
な身体の育
成』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、子どもたちの健やかな成長を支えるため、引き続き、中学校の全員給食の実施に向
けた公募内容や今後の進め方等について早急に検証し、進めていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。
・満足度の決め手として「１．生涯学習交流センターの充実」を選択した数が多く、生涯学習交流センターが
令和6年度にオープンしたことが影響していると考えられる。

【施策指標】
・「総合文化芸術センター及び生涯学習市民センターにおけるWi-Fi接続数」、「総合文化芸術センター及び生
涯学習市民センターにおけるデジタルサイネージ利用数」については、目標を達成している。
・「生涯学習市民センター利用件数」については、未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度35.7%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.1%である。最も低いのは、19歳以下で31.3%であった。
・文化生涯活動の実施頻度が高い人（１週間に１回以上）の48.0%が学べる環境に満足しており、文化生涯活
動の実施頻度が多いほど満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、3.6ポイント増加し、特に若者世代（24歳以下）で20.5ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

●取り組みに紐づかない指標

※関連指標なし
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施策の分析

※取り組みが２つのためマトリクス分析不可
・生涯学習交流センターの充実
・デジタルを活用した学びや生きがいづくりの促進

生きがいを持って学び続けられる環境
17_01 生涯学習の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

35.7% 11.3% 53.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

50.8%

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

295



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き、生涯学習の機会の提供等の取り組みを行う。

・「２．デジタルを活用した学びや生きがいづくりの促進」については、誰もが気軽に情報にアクセスできるよ
う・Wi-Fiやサイネージを活用した情報発信を強化していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「インターネット経由の予約受付件数」、「読書相談、レファレンスサービス受付件数」、「ICタグシステ
ムの導入館（室）数累計」、「児童書の個人貸出冊数全館合計」、「実利用者数」、「図書館貸出冊数（個
人・団体）」、「図書館来館者数」については、目標を達成している。
・「図書館サービスに係る利用満足度」、「市駅前図書館サービスに対する満足度」、「学校や保育所・幼稚
園等への団体貸出冊数」、「点字・録音図書貸出タイトル数」については、未達成だが、目標値には近づいて
いる。
・「電子図書館利用者へのwebアンケートによる利用者満足度」については未達成である。

市民満足度の分析

【満足度61.9%】
・年代別では、70歳台が最も高く、67.8%である。最も低いのは、19歳以下で25.0%であった。
・文化生涯活動の実施頻度が高い人（１週間に１回以上）ほど、満足度が高い傾向にある。また、趣味やいき
がいを持っている人の方が満足度が高い。
・昨年度と比較すると全体では、7.6ポイント増加し、高齢者世代（65歳以上）で11.4ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「４．図書館資料の充実」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「５．電子図書館の利用促進」、「６．子ども読書の推進」の関心・期待度・ニーズは高いが取組満足度が低い。
・「１．図書受け取りロッカーの設置」、「３．自動車文庫の運営」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．ICタグシステムや読書履歴情報の提供サービスの導入」、「３．自動車文庫の運営」、「７．障害者の読書支援」の関心・期待度・ニーズ
と取組満足度はともに低い。

生きがいを持って学び続けられる環境
17_02 図書館運営・機能の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

61.9％ 10.9％ 27.2％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

23.4％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『生きが
いを持って学
び続けられる
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 17_02 図
書館運営・機
能の充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、利用者ニーズを踏まえたサービスを実施すると同時に、対象者に届けるための効果的
な情報発信に取り組んでいく。

・「２．ICタグシステムや読書履歴情報の提供サービスの導入」は、運用を拡大する中で、周知を行い利用者を増
やしていくことで満足度を高めていく。

・「５．電子図書館の利用促進」については、満足度向上に向けて一層の周知を図るとともに、ニーズを把握し、
魅力的な電子書籍の選書を行う。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「総合文化芸術センターの自主事業における利用者数」については、指標値の70％を目標値としていること
から目標値を達成した。「センターの主要な施設の来館者見込」については未達成である。

市民満足度の分析

【満足度61.9%】
・年代別では、70歳台が最も高く、67.8%である。最も低いのは、19歳以下で25.0%であった。
・文化生涯活動の実施頻度が高い人（１週間に１回以上）ほど、満足度が高い傾向にある。また、趣味やいき
がいを持っている人の方が満足度が高い。
・昨年度と比較すると全体では、7.6ポイント増加し、高齢者世代（65歳以上）で11.4ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

※調査に不備があったため分析不可
・文化芸術活動の充実
・総合文化芸術センターを拠点とする文化芸術の振興

生きがいを持って学び続けられる環境
17_03 文化芸術活動の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

61.9％ 10.9％ 27.2％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

23.4％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、指定管理者をはじめ関係機関と連携しながら魅力的な文化事業を実施するなど、文化
芸術にかかる市民の満足度を高める。特に19歳以下の満足度が低いため、若者世代（24歳以下）が参加しやすいイ
ベントづくりや施設運営に取り組む。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・「８．市立小中学校等の施設開放」、「９．野外活動センターの利用促進及びリニューアル」において一部
未達成であるものの、それ以外の取り組みについては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「トップスポーツチームとの連携事業の回数」、「参加者満足度（アンケート）」、「スポーツ少年団の登
録団員数」、「eスポーツイベント参加者のうち満足した人の割合」、「地域スポーツへのコーディネート、
コンサルティングに対する満足度」、「発掘・育成された指導者や支援者の派遣回数」、「施設開放の年間利
用者数」、「スポーツ施設利用者数」については目標を達成している。
・「各大会等の参加者数」と「施設の市内小中学生等の利用者数」については、未達成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度41.9%】
・年代別では、20歳台が最も高く、63.4%である。最も低いのは、19歳以下で31.3%であった。
・スポーツの実施頻度（1週間に1回以上）の48.9%がスポーツ活動ができる環境に満足している。
・昨年度と比較すると全体では、1.8ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「２．トップスポーツチームと連携した観る・するスポーツの推進」、「３．（１）スポーツイベントの開催（トップアスリートとふれあう機会
の提供）」、「３．（２）スポーツイベントの開催（各種スポーツ大会等の開催）」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「３．（３）スポーツイベントの開催（スポーツ少年団の活動支援）」、「５．ｅスポーツを活用した事業の展開」、「６．地域・競技スポーツ
のコンサルティング」、「７．スポーツサポーターズバンク事業補助」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

生きがいを持って学び続けられる環境
17_04 スポーツ活動の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

41.9％ 16.3％ 41.7％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

44.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・観るスポーツの環境の充実
・スケートボーパークの整備
・市立小中学校等の施設開放
・野外活動センターの利用促進及びリニューアル

目指すべき姿
（施策満足
度）『生きが
いを持って学
び続けられる
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 17_04 ス
ポーツ活動の
推進』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、年齢や性別・障害の有無に関係なく誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる環境
づくりを行うとともに、スポーツ機会の提供、スポーツに対し関心が持てるような支援を充実させていく。

・eスポーツについては、関係団体と連携を図り、誰もが参加できる機会を提供し、市民の関心を高めていく。

・野外活動センターはより使いやすい施設となるよう引き続き、検討を進める。
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